
以上が決算の概要でございますが、今後とも社会経済情勢の変化による水需要の動向等を見据えながら、経営の健全化を推進していくと
ともに、より質の高い給水サービスの実現を目指し、なお一層の経営努力を重ねてまいります。

　水道料金は、法により「適正な原価に照らして、公正妥当なものであること。」とされています。

　ここでいう原価とは給水原価（有収水量１㎥当たりの費用）をいいます。

　山武水道の給水原価は、給水区域内に取水可能な水源（表流水、地下水等）がないため、利根川を水源

とした九十九里地域水道企業団から浄水を購入（受水）し、各家庭へ水道水を供給していることから受水

費が費用の約 62％と大きな割合を占めています。

　加えて、広大な給水区域の全域に水道水を供給するため、大規模な配水施設を保有しており、これら資産

の減価償却費や現在までに借り入れた企業債の支払利息を費用化する必要があります。

　これら固定的経費は、費用全体の８割を超え、給水原価を押し上げる最大要因となっています。

　また、左図のとおり、「供給単価」が「給水原価」を下回り、原価回収ができていない状況にあります。

　地方公営企業の経営は、経費の支払いに料金収入をもって充てる独立採算が基本原則です。

　山武水道は、水道事業という高い公共性に鑑み、不足分３６．６７円の大半を、千葉県及び構成市町からの

補助金で賄うことで、現在の水道料金を維持しています。

発行： 企画財政課企画班
 〒283－0062
 東金市家徳 361－8
 ☎0475（55）7851（代表）
 http://www.water-sansui-ki.jp
　　　 ホームページは「山武水道」で検索
 e-mail:kikaku@water-sansui-ki.jp

次世代へつなぐ強靭で安心な水道を目指して！
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平成28年10月 山 武 郡 市 広 域 水 道 企 業 団 （1）

この広報紙は、新聞折込でお届けしています。近所の方で届いていない方がおられましたら企画財政課企画班　☎0475(55)7852まで連絡されるようお伝えください。

■決算の概要
　平成27年度は、平成２２年１２月に策定した「地域水道ビジョン 

　２０１０」（平成２３年度～平成２７年度）及び「山武郡市広域水道
　企業団中期経営計画」（平成２３年度～平成２７年度）に基づき、安全で
　安心な水を供給するため、経営基盤を強化するとともに、水道施設
　の整備を図りながら安定給水の確保に努めてまいりました。

■業務状況
　給水人口は１６万１，０９７人で、普及率は９３．１％です。
　年間総給水量は１，８６３万７，０５３㎥で、前年度と比較して
１３万５，０２３㎥の増、年間有収水量は１，６７５万５，５９３㎥

　で４万３，８５２㎥の増となり、この結果、有収率は８９．９％と
　なりました。

■主要な建設改良事業
　重要給水施設配水管耐震化工事、配水管布設及び移設工事を行い、
５億９，０６７万円支出し、延べ７，１８９．７ｍの配水管を整備

　したほか、東金配水場監視制御設備更新工事、松尾配水場配水
　ポンプ設備更新工事及び事務局管理棟機械設備更新工事を行い、
３億３，５８４万円を支出しました。

■財政状況
　収益的収支（消費税及び地方消費税抜き）は、総収益が５０億
２，０８９万円、総費用が４８億１，７５７万円で当年度純利益２億
３３２万円を計上しました。
　資本的収支（消費税及び地方消費税込み）は、国庫補助金及び工事

　負担金の７，７０５万円を財源として、建設改良費等に１１億５，３５４万円
　支出し、不足額１０億７，６４９万円は内部留保資金などで補てんしました。

収　入

支　出
50億2,089万円

48億1,757万円

収 　入

支　出
7,705万円

11億5,354万円

水道料金77.5%
38億9,228万円

構成市町補助金6.9％
3億4,501万円
千葉県補助金6.4％
3億2,313万円
長期前受金戻入6.2％
3億1,035万円
その他3.0％
1億5,012万円

国庫補助金35.4％
2,726万円

補てん財源※
10億7,649万円

工事負担金64.6%
4,979万円

企業債償還金6.6％
7,615万円

減価償却費18.5％（固定資産価値の減少分を費用化するもの）
8億9,135万円

職員給与費7.6％
3億6,331万円

委託料4.4％
2億1,373万円

その他7.5％
3億6,174万円

当年度純利益
2億332万円

受水費62.0％
29億8,744万円

収益的収支
水道水をご家庭までお届
けするための経営活動に
伴い発生したすべての
収入及び支出

資本的収支
水道施設を建設・改良する
ために要した収入及び支出

1

％ 支　出
11億5,354万円

%

建設改良費93.4％
10億7,739万円

※補てん財源とは
　減価償却費などの現金支出
　を伴わない内部に留保され
　る資金のこと。

平成２7年度決算の概要

水道料金について

給水原価
２６８.９７円

供給単価
２３２.３０円

不足分
３6.67 円

平成 28年 8月 24日に開催されました企業団議会 8月定例会において、平成 27年度の決算が次のとおり認定されました。

１㎥当たり （平成２７年度決算数値）

給水原価とは、水道水１㎥をご家庭に送り
届けるために要した費用
供給単価とは、水道水１㎥当たりの水道料金
収入

1㎥とは、2リットルのペットボトル
500本分に相当します。


